
◎「開目抄」講義
苦難は避けて通るべきマイナス要因ではなく、それに打ち勝つことで自分自身の成仏
へと向かっていく積極的な要素となるのです。
（中略）
たとえ現実に苦難に直面したとしても、大転換の秘法を知って、「悪と戦ったからこそ、
今、自分は苦難にあっている」と理解し、「この苦難を乗り越えた先には、大いなる
成仏の境涯が開かれている」と確信していく人は、根本的に強い人生を生きぬくこと
ができる

（『池田大作全集』第 34 巻 252 ページ）

◎「開目抄」講義
“大変な時ほど宿命転換ができる”“苦しい時こそ人間革命ができる”“いかなる苦難
があろうと必ず最後は転換できる”――この大確信に生きぬいていくのが、日蓮仏法
の信心であります。
そして、日蓮大聖人に直結して、この宿命転換の道を現実に歩み、宗教革命の大道を
世界に開いているのが、わが創価学会であります

（『池田大作全集』第 34 巻 254 ページ）


